
「ルーニースポーツ・フォーミュラリージョナル・スカラシップ」報告 

Rd.2 富士大会（6/28・29） 

小田優、エンジン不調に泣かされるも速さの片鱗を見せる 

 

ルーニースポーツ(植田正幸代表 大阪市)は、優秀な若手ドライバー育成の機会としてフォーミュラ・リー

ジョナルジャパニーズチャンピオンシップ」(FRJ)に、スーパーFJ 出身の小田優を起用して今シーズンを 

戦っている。先月の岡山での開幕戦に続き、Rd.2 の舞台は、富士スピードウェイ。15 台のエントリ―を

集めて 6 月 28 日（土）・29 日（日）の二日間にわたり 2 レース制で行われた。 

 

 

【公式予選】  6 月 28 日（土） 晴れ/ドライ 

公式予選は Q1 と Q2 の 2 セッションが行われ、

Q1 がレース 4、Q2 がレース 5 に反映される

（FRJ はシリーズ通算でレースナンバーをカウントす

る）。Q１に臨んだ小田は、1 分 42 秒台でまず

まずの出足となるも、エンジンに不調をきたし、苦し

い走行に。4 周でアタックを断念した。懸命の作業

が施されたが、続く Q2 でもエンジンは復調せず、コ

ースインは叶わなかった。レース 4 は 14 番グリッド、

レース 5 は、嘆願書が受理され、最後尾となる 15

番グリッドからの出走となった。 

 

【決勝 レース 4】 6 月 29 日（土） 晴れ/ドライ 

真夏を思わせる暑さの中、レース 4 がスタート。 

しかしエンジンは復調せず、2 周で小田は戦線を離脱。ノーポイントとなった。 

 



【決勝 レース 5】 6 月 29 日（日） 晴れ/ドライ 

 

午後に行われたレース 5。レース 4

以降のインターバルの作業でなんと

かエンジンに復調の兆しが見られ、

少しでも上位を狙いたいところ。背

水の陣での戦いとなった。 

小田は、順調なスタートをみせ、オ

ープニングラップで 11 位までにジャ

ンプアップし、上位にそん色のない

快走ぶりで周回を重ねた。さらに 5

周目には 1 分 38 秒 691 のベス

トラップを記録し、7 位に浮上。こ

れはレース全体でも 4 番目となる素晴らしいタイムである。しかし、その直後にまたもエンジンがスローダウ

ン。レース 4 に続いてリタイアとなった。 

悔しい結果となった富士大会であったが、レース 5 における目覚ましい速さは、小田の才能の片鱗を十分

に見せつけた。 

次回 RD.３鈴鹿大会で（7/12₋13）での巻き返しに大いに期待したい。 

 

 

小田 優（おだ ゆう） 千葉県出身 20 歳 

№11  車名 Rn-sports F111/3 

 

2024  「スーパーFJ 日本一決定戦」(鈴鹿)2 位 

スーパーFJ もてぎ・菅生選手権シリーズチャンピオン 

       スーパーFJ 鈴鹿・岡山選手権シリーズ 2 位 

2023  「スーパーFJ 日本一決定戦」（もてぎ）優勝 

2022  全日本カート選手権 OK クラスチャンピオン 

  

 

■FRJ（フォーミュラリージョナルジャパニーズチャンピオンシップ）公式サイト  https://frj.jp 

■富士スピードウェイ公式サイト                                https://www.fsw.tv 

 

 

レポートまとめ：ジャパンスカラシップシステム（JSS） 

https://frj.jp/


 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 


